
今後のスケジュール等ついて
タイムライン検討会の進め⽅（案）ー令和元年度ー
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 平成30年7⽉豪⾬を踏まえ、江の川下流および⾼津川の多機関連携による防災⾏動の⾒える化を⽬的とした「⽔害タイムライ
ン（TL）」を出⽔期に作成し、検討会および各定例会を通じてブラッシュアップを図っていく。

タイムライン
（令和元年度版）

完成

発⾜式

完成式

第1回検討会

防災情報
（気象・河川）

・社会基盤（⼟⽊）

社会基盤
（交通・運輸）
（ライフライン）

避難対応

⼤規模避難
・救助

広報・報道

定例会（計5回を予定）

タイムライン試行版（案）
試行運用開始

令和元年 6/11

令和元年5/30（⾼津川）・
5/31（江の川（下流））

令和元年 7⽉頃〜11⽉頃

令和元年 12⽉頃

令和2年 1⽉頃

• 提⽰するタイムライン試⾏版（案）はあ
くまで試⾏運⽤のためのものである。

• 実出⽔時には、タイムライン試⾏版
（案）を適宜確認し、修正事項や課題を
抽出していく。

• 各定例会で具体的な議論を促すため
に、第1回検討会において、タイムラ
イン試⾏版（素案）を提⽰する。

• 各定例会でテーマごとに議題を絞る
ことで、議論を活発化させ、タイム
ラインを検証しながら、ブラッシュ
アップを図っていく。

• ⽔害シナリオに合わせた氾濫特性や
被害状況を把握しながら、対応⾏動
を検討していく。

• 出⽔期をふりかえりなが
ら、対応を検証する。

「いつ」「誰が」「何を」を⽰した
タイムライン試⾏版（素案）(イメージ)

「概要版」「詳細版」を提⽰

「概要版」「詳細版」「運⽤⽅法」
に加え「解説版」を提⽰

ふりかえり

• 各定例会を踏まえて改善されたタイム
ラインを⽤いて、関係機関全体で確認
し、課題を抽出する。

• 運⽤⽅法のレビューを⾏い、次年度の
運⽤に向けた留意点等を確認する。

① ② ③

④ ⑤

第2回検討会

減災対策協議会
幹事会

• 第1回検討会の結果を反映した「概要版」、
「試⾏版」および「試⾏運⽤⽅法」を提⽰し、
タイムライン試⾏版の試⾏運⽤を開始する。

令和元年
7⽉頃
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今後のスケジュール等ついて
今後のスケジュールとWGの概要
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会議 時期 内容 参加機関

会議 内容 参加機関

発⾜式 ・江の川⾼津川の特性
・TL検討会について 全機関

第1回検討会
・TLのポイント
・TLに係る気象・河川情報
・TL出⽔期試⾏版の確認

全機関

減災対策協議会
幹事会

・第1回検討会結果を踏まえたタイムライン試⾏版の提⽰
・試⾏運⽤⽅法の提⽰

減災対策協議会
メンバー

第1回WG ・⽔害シナリオにあわせた氾濫特性（内⽔・⼟砂災害含む）、被害状況、防災情報、施設操作等
の確認

防災情報、
社会基盤（⼟⽊）

第2回WG ・⽔害リスク（鉄道・道路の冠⽔状況）の確認と事業やサービスへの影響確認
・重点⾏動の具体化

社会基盤
（交通・運輸）
（ライフライン）

第3回WG ・⽔害リスクと避難可能性の評価検討を踏まえた避難⾏動の具体化 避難対応

第4回WG ・⽔害リスク（道路冠⽔等）と避難可能性の評価検討を踏まえた重点⾏動の確認 ⼤規模避難・救助

第5回WG ・⽔害リスクと防災情報、関係機関の⾏動を踏まえた広報、報道の重点⾏動の確認 広報・報道

参加機関へ振り返りアンケート→ふりかえり⽤修正版の作成

ふりかえり ・出⽔期後のふりかえり
・修正事項の確認 全機関

参加機関へ検討会前の意⾒照会→令和元年度版（案）の作成

第2回検討会 ・読合せと今後の課題 全機関

参加機関へ完成式前の意⾒照会→令和元年度版の完成

完成式 ・完成式 全機関




